








【要約】

母乳中のダイオキシン類縁物質濃度について、26 の試料を分析した結果、全ての試料よ

り各物質が検出された。そのレベルは、諸外国で報告されているものと大差はなかった。

特に欧米人の母乳の分析結果に近く、我が国においても人体に対して先進国型の汚染が進

んでいることが推測された。また母乳中の有害金属として鉛、カドミウム、総水銀、メチ

ル水銀の濃度を測定し、諸外国のデータと近似した値であることが判明した。

成熟児と未熟児の母乳中の総窒素、non protein nitrogen(NPN)とその組成を測定した。

前二者は経時的に減少し、総窒素に占める NPNの比率は増加し、遊離アミノ酸、特にグル

タミン酸が未熟児母乳に多かった。また、尿素は未熟児母乳で NPN に占めるその比率が経

時的に増加し、未熟児の蛋白質合成に利用されていることが推測された。

初乳の乳漿中に TNFα、IL-1、IL-8、sTNFR、IL-1ra が検出されたが、sTNFR と IL-lra が

格段に高濃度であった。また初乳細胞に IL 一 iβ、IL-8、IL-1ra の mRNA の発現が認めら

れた。乳漿中の TNFα、IL-1、IL-8 ならびに児の体内に侵入した初乳細胞の産生する TNF

α、IL-1、IL-8 が児の能動免疫増強に、乳漿中の高濃度の sTNFR、IL-1ra は母乳の抗炎

症作用に関与する可能性が示唆された。また母乳の乳清と細胞成分ではヒト単核球細胞に

対して前者は抑制的に、後者は促進的に作用するという相反する現象が見られた。一方母

乳蛋白質のトリプシンおよびペプシン分解物である macromolecular glycoprotein が、細

胞溶解毒素の活性阻害作用を有し、さらに両分解物に抗菌作用のあることが見いだされた。

また、トリプシンによるカゼインの分解物グリコマクロペプチドに抗毒中和作用が認めら

れた。

母乳黄疸の児を含む 1 ヵ月児において、血清の(ZZ)-ビリルビン濃度とその酸化物質であ

る propcntdyopent 物質の尿中排泄量および血清ビリベルジン濃度との間に有意の正の相

関が存在することが証明され、(ZZ)-ビリルビンが sacrifcial antioxidant に寄与してい

ることが立証された。


